
１．はじめに

溶融シミュレーション研究会はNEDO「革
新的ガラス熔融プロセス技術開発」プロジェク
トで得られた研究成果の一つであるガラス溶融
シミュレーション技術を現在のガラス炉に活用
するために開発されたソフトであるGIC-
FLOWの教育目的として平成２０年からスター
トした。スタート当時は溶融シミュレーション
研修会という名称だったが，平成２７年度から
は研修は修了したとして，溶融シミュレーショ
ン研究会と名称を変更した。そして，研究会に
参加している複数の大学研究室や企業がGIC-
FLOWを扱う上での疑問点や問題点の抽出と
それらをどのように解決するかについて，議論
を行ってきた。この活動により，GICFLOW
は少しずつ改善され，扱いやすくなってきた。
しかし，もう一方の課題である企業，大学など
からの新たな参加者の増加は井原築炉工業
（株）の１社に留まり，溶融シミュレーション
研究会の知名度や行っている内容，そして
GICFLOWの有効性をより幅広く認知しても

らうことの必要性が依然として残り続けた。

２．平成２８年度活動経緯

平成２８年度の溶融シミュレーション研究会
は２０１６年７月，１１月，２０１７年３月の計３回行
われた。
まず，ガラスの溶融シミュレーションについ

て興味を持ってもらい，多くの企業や大学にこ
の研究会に参加してもらうようにするため，溶
融シミュレーション研究会の活動方針を新たに
作成した。その中でGICFLOW以外のガラス
の溶融シミュレーション技術に優れた専門家に
講演を依頼し，その後の講演内容に関する討
論・交流を通してシミュレーション技術のみな
らず，ガラス溶融に関する知見を深める為に
「講演の部」をというものを新たに立ち上げた。
また，以前からGICFLOWをより良く活用す
るためにはどのような問題があり，それをどの
ように解決すれば良いかということを議論して
きたが，これを「討論の部」として継続してい
くことになった。
また，研究会に参加する会員を新たに「正会

員」「准会員」「学術会員」「賛助会員」の４つ
に区分けし，それぞれの権利を明確にした。ま
た，GICFLOWを使用できる権利は賛助会員
以外は持てるようにした。
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そして，２０１７年３月３１日の溶融シミュレー
ション研究会でAGCセラミックス（株）山村
真司 先生による「ガラス・セラミックス製造
工程におけるソフト技術の活用」という題目の
講演を行って頂いた。これはAGCセラミック
ス（株）が販売しているデータ収集用ソフトで
あり，実炉で測定している様々な操業データを
長期間収集し，１０分単位のスケールから１０年
以上のスケールでトレンドデータを出力するこ
とができるというものである。これによって例
えば，ある問題が発生したときに，短期的なト
レンドデータでは原因がわからず問題解決に苦
慮していても，長期的なトレンドデータでは問
題解決につながるデータ傾向が出ており，これ
によって問題発生原因や箇所を把握し解決する
ことができる。筆者はこのソフトは，窯の特徴
や今の状態などを把握する為に有効であり，
GICFLOWで活用する場合には大量の実炉
データを用いて，シミュレーション結果の妥当
性の評価に使用できるのではと考えている。
これは外部から講師を呼んだ形式としては記

念すべき第１回目の講演になる。また，今回の
研究会は無料招待という形式で，広く呼びかけ
たということもあり，参加者が５３名，技術交
流会の出席者３４名と今までの研究会とは明ら
かに異なる，大変賑わった研究会となった。

３．平成２９年度の活動計画概要

平成２９年度も７月・１１月・３月の計３回研
究会を行う予定であり，７月の講演の部では講
演会および見学会の開催を予定している。ま
た，討論の部も引き続き行っていく。

４．さいごに

筆者が一昨年の「NEW GLASS」に寄稿し
たときにガラス溶融シミュレーション技術を用
いて日本のガラス製造技術の更なる発展をして
いくためには，新たな参加企業，大学の加入が
不可欠であると述べた。それが少しずつである
が，前進し始めたのではと考えている。これが
一過性のものにならず，継続した活動になって
いくことを期待する。
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